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まだまだ風は冷たいですが３月になり日差しも強くなり春を感じるようになって

きました。花粉症で感じている人も多いと思いますが。 

アフェランドラという植物（写真：中南米原産）をご存じでしょうか？知らなくて

も、この葉を見たらどこかで見たような気がすると思います。10 年前にある友人

から、お祝いで観葉植物の鉢をいただきその中にこのアフェランドラがありました。

その後、アフェランドラは成長し、株分けしたりして少しずつ増やしました。熱帯の

植物なのでしょうか、春から夏にかけてものすごい勢いで成長しますが、水やりを

忘れたり、寒くなる冬場には当然のことですが元気がなくなります。 

冬場でも病院の中では常に暖かいため、何とか越冬できますが気温が下がる自

宅では油断をすると枯れてしまいました。飯田市立病院の医局（窓側）で大事に育

てていたアフェランドラが枯れて根だけになったので、さすがに今回はダメかなと

思ったのですが、3 月になって根っこの端に小さな緑色の芽が出現しました。さら

に水をやりながら東向きの窓辺で観察すると、みるみる葉が大きくなり高さ20㎝

を超えるようになり、黄色い花（五重の塔のように縦に重なって開花）が咲きまし

た。長年育ててきましたが、花が咲くことは初めてだったので大変びっくりしたの

と同時に、花（植物）の生命力の強さをつくづく感じました。 

話は逸れますが、植物も痛みを感じているという説を聞いたことがあります

か？最近の研究（サイエンスという学術誌）から、植物にも動物と似た、外傷を伝え

る仕組みが備わっていることが分かってきました。シロイヌナズナの細胞内でカル

シウムイオン濃度変化を可視化すると、イモムシにかじられた部分で急速にカルシ

ウムイオン濃度が上昇し、維管束の師管を通って離れた葉にも伝わることが分かり

ました。さらに、そのカルシウム濃度上昇により、植物の外傷応答に関わる遺伝子

の発現や、植物ホルモンの一種ジャスモン酸の濃度が増加し、適切な外傷応答が制

御されていることも分かりました。そして、このカルシウム濃度の上昇を引き起こ

すのは、動物の神経伝達物質としても使われているアミノ酸の一種グルタミン酸で

した。グルタミン酸を受容して活性化するイオンチャネルが植物に発現しており、カ

ルシウム濃度の制御を行っていたのです（Glutamate triggers long-

distance, calcium-based plant defense signaling. Toyota et al., 

Science 361(6407), 1112-1115 (2018)）。 

ユーチューブ情報ですが、庭にたくさん生えて困るドクダミも大胆に手で引っこ

抜いたりするとすぐに次が生えてきますが、ハサミでそっと茎を切ると根が枯れて

生えなくなるそうです。これもドクダミにも神経細胞があって痛いと感じているの
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かもしれません。 

最後に、植物の葉を見ていつも感激することがあります。それは、彼らの葉っぱ

を上から見るときれいに重なっていません。どの葉っぱもうまく光を分かち合える

ように譲り合い、そして一本の植物として効率よく育つように協力しているのだと

思います。我々の病院も自分だけが光を浴びて、陰に他人を追いやるようなこと

がないようにしたいものです。 

今回、「総合診療」３月号に載せたエッセイを添付します。 
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